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平成31年度 潮田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性

　かつては京浜工業地帯の職工のまちとして賑わっていましたが、工場が撤退し、その
跡地にマンションなどの大規模住宅も増えています。平地で交通の便も良い環境の地
域です。地方出身者や外国籍をもつ方も多く、高齢化率も他の地域よりやや高く、５地
区の平均が24.8%となっています（平成30年３月末現在）。
単身世帯や生活保護受給世帯も多い地区で、要援護世帯の増加に伴い、社会的孤立
などの課題が浮上しています。また、状況が深刻になってからの相談も多く、自分から
ＳＯＳを発信できずに困っている人たちが孤立せずに、安心して生活が続けられるよう
にすることが大きな課題であるため、「地域の見守りの視点や発信」をテーマに事業推
進を行います。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

・新たな居場所づくりや既存のサロン等に対し、関係機関の協力を得ながら継続できるようそれぞれの課題に沿っ
た支援を行います。
・居場所や活動が見守りの機会につながっていることを住民同士が意識し、「気づき」発信できるよう取り組みま
す。

・民生委員・児童委員（以下民生委員）同士の地区を超えた情報交換やCPとの関係づくりを目的としたエリア内の
民生委員対象の研修会のアンケートより、希望の多かった「ケアマネージャーとの交流及び情報交換会」をエリア
を二つに分け実施します。

・住民が地域特性を知る場として、あるいは住民が住んでいる土地柄を学ぶ機会として地域の歴史講座等新たな
交流のきっかけづくりを実施します。
・親子講座等エリア内の様々な機関と協力し、新たな場所で開催し、今まで繋がっていなかった層の住民へのアプ
ローチを行います。

・障害や児童分野等、他の相談機関にて把握されている個別相談内容の傾向や事例等について、現状を把握す
るため、他機関との勉強会や情報共有を行います。

・福祉人材の育成に向け、新人育成スケジュールを法人内にて共有し、個別の育成状況に合わせ業務分担を変
更するなど、個別の強みを活かした職員育成を行います。
・業務を抱え込むことが無いよう、ミーティング等活用し共有化を図り、風通しの良い職場づくりを行います。

□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

目標

実施
体制

実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

平成31年度潮田地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

部門を問わず、公平・中立性を保ちます。
事業所を選択の際には、「ハートページ」や「ミ
ルモブック」等事業所一覧を活用し、公平・中
立に本人・ご家族に選択いただきます。

横浜市や法人内で集計分析した事故報告を職
員間で共有し、施設での事故防止に向けた検
討・対応を行います。また、ヒヤリハット事例の
抽出・共有を行い、事故や事故までには至らな
い潜在リスクの情報についても職員全体で共
有・分析し、事故防止に活かします。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業

「高齢者が要介護状態になるのをできるだけ防ぐ」ことを
目的に利用者の自立を促すケアマネジメントを実践しま
す。

個々のニーズに沿ったｻｰﾋﾞｽ計画書を作成し、誰もが安心して自分らしく在宅生活が送
れるように支援します。１自立した生活ができる目標を利用者の意思を尊重します。２
各関係機関と公正中立な立場で調整します。３資質向上に研修します。

管理者兼主任ケアマネジャー１名（常勤）、看護師１名（常
勤）、社会福祉士１名（常勤）、介護支援専門員２名(非常
勤）

管理者兼介護支援専門員１名（常勤）、介護支
援専門員３名（非常勤）

【実施日数】週7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊年末年始（12/29～1/3）は休業
【提供時間】10：15　～　15：20

【定員】30人

利用者
実績
（人）

通所介護 第１号通所事業

1.利用者の可能性を大切にして、「できる」が継続できるように、更には、「今までよりできた」につなぐことができる支
援を目指します。２.職員の持つ知識や技術を地域住民向けの出前講座等を通じて、地域支援に役立てるよう、努め
ます。3.専門職として、状況を理解する力、課題に対応する力を養うため、知識や技術の向上に努めます。

利用者
実績
（人）

・食事負担　750円（おやつ代を含む）・入浴加算　　・体制強化加算Ⅱ　　・中重度ｹｱ体
制加算　　・介護職員処遇改善加算Ⅰ　所定単位に1000分の59を乗じた単位数　・通常
のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ以外に行う特別な（各自が希望する個別）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等　　実費

・食事負担　750円（おやつ代を含む）　・体制強化加算Ⅱ　　　　・介護職員処遇改善加
算Ⅰ　所定単位に1000分の59を乗じた単位数　・通常のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ以外に行う特別な（各
自が希望する個別）ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ等　　実費

所長兼管理者　1名（常勤）　生活相談員　3名（常勤3名）　看護職員　6名（非常勤兼務6名）
介護職員15名（常勤兼務3名、非常勤兼務12名）機能訓練指導員6名（非常勤兼務6名）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
18,392,133 18,392,133 18,392,133 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

1,977,500 1,977,500 1,977,500

30,000 30,000 30,000

20,399,633 0 20,399,633 0 20,399,633

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,756,000 0 11,756,000 0 11,756,000

9,000,000 9,000,000 0 9,000,000

900,000 900,000 0 900,000

1,000,000 1,000,000 0 1,000,000

30,000 30,000 0 30,000

20,000 20,000 0 20,000 ハマふれんど

806,000 806,000 0 806,000

0 0 0

2,334,000 0 2,334,000 0 2,334,000

20,000 20,000 0 20,000

200,000 200,000 0 200,000

0 0 0 0

140,000 140,000 0 140,000

220,000 220,000 0 220,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0

65,000 65,000 0 65,000

0 0 0 0

60,000 60,000 0 60,000

10,000 10,000 0 10,000

5,000 5,000 0 5,000

1,400,000 1,400,000 0 1,400,000

44,000 44,000 0 44,000

170,000 170,000 0 170,000

0 0 0 0

369,000 0 369,000 0 369,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

327,000 327,000 0 327,000

4,339,000 0 4,339,000 0 4,339,000

0 0 0 0

1,414,000 0 1,414,000 0 1,414,000

電気料金 0 0 0

ガス料金 0 0 0

水道料金 0 0 0

1,500,000 1,500,000 0 1,500,000

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

45,000 45,000 0 45,000

506,000 0 506,000 0 506,000

空調衛生設備保守 300,000 300,000 0 300,000

消防設備保守 35,000 35,000 0 35,000

電気設備保守 18,000 18,000 0 18,000

害虫駆除清掃保守 10,000 10,000 0 10,000

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 143,000 143,000 0 143,000

400,000 400,000 0 400,000

0 0 0 0

1,127,633 0 1,127,633 0 1,127,633

0 0 基本的に、この行は入力しません

1,127,633 1,127,633 0 1,127,633

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

20,399,633 0 20,399,633 0 20,399,633

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0 0

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0管理許可・目的外使用許可収支

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出

差引

自主事業費収入
自主事業費支出

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

その他（　　　　　）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
その他

公租公課

修繕費
機械警備費
設備保全費

光熱水費

清掃費

指定管理料充当　事業
管理費

建築物・建築設備点検

その他
事業費

運営協議会経費

リース料
手数料
地域協力費

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費

会議賄い費
印刷製本費
通信費

事務費
旅費
消耗品費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

社会保険料
手当計
健康診断費

科目

人件費
本俸

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

雑入

科目
指定管理料
利用料金収入

支出の部

平成31年度　「潮田地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

指定管理料充当　事業
自主事業収入



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

29,747,204 29,747,204 29,747,204 横浜市より
152,400 152,400 152,400 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

1,384,000 1,384,000 1,384,000

37,075,604 0 37,075,604 0 37,075,604

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

32,689,000 0 32,689,000 0 32,689,000

30,000,000 30,000,000 30,000,000

300,000 300,000 300,000

1,699,000 1,699,000 1,699,000

54,000 54,000 54,000

36,000 36,000 36,000 ハマふれんど

600,000 600,000 600,000

0 0 0

1,882,000 0 1,882,000 0 1,882,000

200,000 200,000 200,000

230,000 230,000 230,000

0 0 0

230,000 230,000 230,000

500,000 500,000 500,000

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

239,000 239,000 239,000

0 0 0

50,000 50,000 50,000

42,000 42,000 42,000

54,000 54,000 54,000

227,000 227,000 227,000

60,000 60,000 60,000

50,000 50,000 50,000

0 0 0

1,194,400 0 1,194,400 0 1,194,400

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000

152,400 152,400 152,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,280,000 0 1,280,000 0 1,280,000

0 0 0 予算：指定額

500,000 0 500,000 0 500,000

電気料金 0 0 0

ガス料金 0 0 0

水道料金 0 0 0

396,000 396,000 396,000

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

16,000 16,000 16,000

108,000 0 108,000 0 108,000

空調衛生設備保守 53,000 53,000 53,000

消防設備保守 10,000 10,000 10,000

電気設備保守 5,000 5,000 5,000

害虫駆除清掃保守 2,000 2,000 2,000

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 38,000 38,000 38,000

134,000 134,000 134,000

0 0 0

30,204 0 30,204 0 30,204

0 0

30,204 30,204 30,204

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

37,075,604 0 37,075,604 0 37,075,604

0 0 0 0 0

0 0 0 自主事業への参加料等

0 0 0 自主事業経費

0 0 0 0

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

支出合計
差引

消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

その他
公租公課

基本的に、この行は入力しません。

事業所税

当該施設分
ニーズ対応費

機械警備費
設備保全費

共益費

清掃費
修繕費

管理費
建築物・建築設備点検
光熱水費

指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

その他
事業費

協力医

リース料
手数料
地域協力費

施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費

会議賄い費
印刷製本費
通信費

事務費
旅費
消耗品費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

社会保険料
手当計
健康診断費

科目

人件費
本俸

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計
支出の部

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

平成３１年度　「潮田地域ケアプラザ（施設名）」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（包括）
指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）



平成31年４月１日～令和２年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

0 16,164 16,164 21,248 21,248 75,078 75,078 0

0 0 0 0 0 300 0 300 25 0 25 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 300 300 5 5 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 20 20 0

0 0 0 16,164 0 16,164 21,548 0 21,548 75,103 0 75,103 0 0 0

0 6,156 6,156 17,986 17,986 42,388 42,388 0

0 36 36 91 91 523 523 0

0 300 300 1,333 1,333 10,213 10,213 0

0 0 200 200 12,170 12,170 0

0 7,702 0 7,702 591 0 591 2,301 0 2,301 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 0 7,702 7,702 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 591 591 2,301 2,301 0

0 0 0 14,194 0 14,194 20,201 0 20,201 67,595 0 67,595 0 0 0

0 0 0 1,970 0 1,970 1,347 0 1,347 7,508 0 7,508 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

支出合計（Ｂ）

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：潮田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



潮田（様式４）自主事業計画書・報告書.xlsx

潮田地域ケアプラザ　

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

平成31年度　自主事業計画書・報告書

地域の現状や高齢者等のニーズを把握・分
析し、その他地域福祉の推進に必要な取組
や活動等の見立てを行う。

地域活動参加や地域ケアプラザ事業実施等
を通して、地域情報を集約する。
※分析の手法は随時検討する。
随時

10 地域アセスメント

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

9 地域活動等におけ
る協議の場

H29年
度～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

既存の地域活動のより活発な運営支援や地
域に必要な社会資源の創出等を目的に、地
域住民との協議の場を持つ。

地域アセスメントの情報や高齢者ニーズ調査
等に基づき、住民とともに地域の現状把握や
課題解決に向けた検討をする。
随時 年６回程度

地域住民が住み慣れた地域で豊かに暮らし
ていくための体制づくりや健康づくり・介護予
防等に資する福祉講座の開催。

地区社協・自治会町内会・老人クラブ等と共
催し、地域住民向けに福祉講座を開催する。
※講座のテーマは共催団体等と適宜検討す
る。
随時 年６回程度8 地域住民向け出前

福祉講座

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

7
地域介護予防活動
支援（地域活動グ
ループ育成）

Ｈ30年
度～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

・元気づくりステーションに関わっている保健
活動推進員に対し、世話役同士の交流を持
ち、自主的にＳＴが運営できる資質を育成す
る

ロコモ予防・認知症予防に関する講話と運動
の実施
年２回程度
会場:ケアプラザ、東部地区自治会館等

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

・地域で健康づくりに関わっているボランティ
アに対し、運動や介護予防の知識を学ぶ機
会を持ち、その後の活動に活かせる

ロコモ予防に関する講話と運動の実施
年２回程度
会場:ケアプラザ他

6
地域介護予防活動
支援（地域活動グ
ループ育成）

Ｈ30年
度～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

1
　
高
齢
者

5 介護予防普及啓発
事業（認知症予防）

Ｈ31年
度

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

・地域のサロン等において、運動や体操を通
じてロコモ予防、認知症予防について学ぶ機
会を持つ

認知症についての講話とその予防のための
体操の実施（コグニサイズ、脳トレ）
年２回程度
会場：各自治会館等

5

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

・自宅で簡単にできる介護予防に資する運
動、体操について学ぶ機会を持つ

ひざひざわっくん体操、ハマトレ体操、コグニ
サイズ、３Ａの実施
年２回程度
会場：ケアプラザ、しょうじゅの里小野

4 介護予防普及啓発
事業（ロコモ予防）

Ｈ31年
度

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

1
介護予防普及啓発
事業（ＧＯＧＯ健康
講座）

Ｈ28年
度～

２
　
包
括

1
　
高
齢
者

5

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

・地域の高齢者が自らの健康に興味、関心を
持ち、少しでも要介護状態にならないように介
護予防に資する知識と身体づくりを学ぶ機会
を提供する

介護予防教室（ＧＯＧＯ健康講座）～ロコモ予
防、栄養改善、口腔ケア、認知症予防の４つ
の内容を２コース行う。
上半期：６～７月頃、下半期：１～２月頃に実
施　　　　　会場：潮田地域ケアプラザ、潮田公
園コミュニティハウス

3 介護予防普及啓発
事業（鶴マン体操）

Ｈ3０年
度～

６
　
共
催

（
２
と

３

）

1
　
高
齢
者

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

・地域のマンション自治会、厚生部、老人会の
協力を得て、地域住民が自ら介護予防に取り
組める機会を提供する

ひざひざわっくん体操、はまちゃん体操、ハマ
トレ体操、コグニサイズ、３Ａの実施
通年毎月第３月曜日、１３時半～１５時
会場：日商岩井鶴見マンション集会所

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

・地域ケアプラザから遠方にある地域を拠点
として介護予防・健康づくりに関しての普及啓
発講座や体操を行い、参加者が継続的に自
らの健康課題に気づける場を提供し、その活
動が自主化する

介護予防や健康づくりの講話とひざひざわっ
くん体操、富士山体操の実施。
通年毎月第３金曜日13時30分～15時
会場：寛政中学校コミュニティハウス

2 介護予防普及啓発
事業（寛政さくら会）

Ｈ２７
年度～

６
　
共
催

（
２
と

３

）

事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



潮田（様式４）自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

潮田エリアに関する子育ての情報収集や父
親同士の交流・育児の視点を学ぶ。

父親育児に関する座学・体験等（全2回）

20
パパの育児はじめ
の一歩！父親育児
講座（全２回）

H30年
度～

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

19 広報紙「うしおダッ
ク」の発行

H6年
度～

７
　
共
催

（
１

と
２
と
３

）

5
　
地
域

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

地域活動事業等の紹介、福祉保健活動への
意識向上のための情報提供。

紙面に情報を掲載し、地域住民、関係機関、
公共施設等へ配布。（隔月発行）

5

1
　
優
先
的
に

取
り
組
み

地域の方の交流や生きがいの場づくり。 ハーモニカ、大正琴、フルートの伴奏にあわ
せて歌う。月2回

18 歌声サロン
H6年
度～

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

17 障害者青年学級
「じゃりんまんも」

H6年
度～

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

障害のある青年の余暇支援。 障害のある青年とボランティアによるレクリ
エーション、外出行事を行う余暇支援活動。
月1回

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

食事づくりの困難なひとり暮らしの高齢者等
の食事の確保と安否確認（見守り活動）

ボランティアグループによるお弁当づくりおよ
び配達（見守り活動）
月・火・土（祝日・年末年始除く）

16 配食活動
H6年
度～

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

15 潮田地区居宅介護
支援事業者連絡会

H29年
度～

２
　
包
括

6
　
事
業
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

　潮田ＣＰエリアで活動する居宅介護支援事
業者同士の交流と資質向上のための研修・
意見交換

　行政サービス、成年後見について、独居高
齢者の支援等　テーマを決めた意見交換や
事例検討。
　奇数月の第3金曜日に開催。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

　施設協力医と直接懇談の機会を提供するこ
とで、潮田地区で活動するケアマネが医療知
識をえたり医師に相談しやすい環境を作る。

　潮田ＣＰエリアに住所のある居宅介護支援
事業者と予防プランの委託先事業所を対象
に開催案内し、自由な意見交換をする。
　2ヶ月に1回程度開催予定。

14
施設協力医と地域
のケアマネとの懇
談会

H29年
度～

２
　
包
括

6
　
事
業
者

13 認知症サポーター
フォローアップ講座

H30年
度～

６
　
共
催

（
２
と

３

）

5
　
地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

認知症サポーター受講者のフォローアップ（知
識等）、地域活動につなげる等を目的に、フォ
ローアップ講座を行う。

年1回下半期に開催予定。(福)うしおだ・しお
かぜ会と協議。

5

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

地域における認知症の普及啓発や活動（認
知症サポーター養成講座の実施等）につい
て、その担い手となる認知症キャラバン・メイト
のスキルアップ、活動促進を行う。

年1回下半期に開催予定。　開催方法につい
ては要検討。

12 潮田エリア　キャラ
バン・メイト連絡会

H30年
度～

６
　
共
催

（
２
と

３

）

7
　
そ
の
他

11 認知症サポーター
養成講座

H30年
度～

２
　
包
括

5
　
地
域

2
　
発
展
さ
せ
る

ね
ら
い

認知症について正しい理解をして、正しい認
知症の人やその家族のことをあたたかく見守
る応援者（サポーター）を養成する。

年1回以上の開催。地域からの依頼に応じて
や地域支援を絡めて随時開催する。地区セン
ターとの共催を検討。



潮田（様式４）自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

25
よこはまシニアボラ
ンティアポイント登
録研修会

Ｈ28年
度～

５
　
共
催

（
１

と
３

）

1
　
高
齢
者

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

地域の高齢者等の健康増進、介護予防、社
会参加、地域貢献等のボランティア活動を始
めるきっかけづくり、新たなボランティアの発
掘、育成。

横浜市指定の講師認定研修を受講し、講師
資格を取得した地域ケアプラザ職員が、当施
設内で研修会を行う。（年2回）

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

ケアプラザにボランティアとして関わっている
方、団体登録をされている方を対象とし、情報
交換、親睦を図る。

貸館時留意事項説明とレクリエーション等に
より交流・情報交換を行う。（年1回）

24 施設利用者・ボラン
ティア交流会

H25年
度～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

23 潮田交流プラザ秋
まつり

H6年
度～

７
　
共
催

（
１

と
２
と
３

）

5
　
地
域

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

地域住民の交流の場や、潮田地域ケアプラ
ザの広報や地域活動の発表の場。

潮田地域ケアプラザでは、屋外ステージや親
子が遊べる場を設ける。（年1回）

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

障害児余暇支援活動。 おにぎりづくり、ヒップホップダンス、バルーン
アート。（年1回）

22 つるみサマーフレ
ンド潮田コース

Ｈ28年
度～

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

21
つるみサマーフレ
ンド2019ボランティ
ア研修会

Ｈ28年
度～

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

5

2
　
発
展
さ
せ

る
ね
ら
い

障害児余暇支援活動。ボランティア育成。 つるみサマーフレンドの事業説明。障害につ
いて講義。当事者ご家族からの話し。（年1
回）
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